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田
萃　

一
九
九
五
�
と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
�

　

③
の
木
簡
が
出
土
し
た
内
匠
日
向
周
地
遺
跡
は
�
湧
水
に
よ
�
て
西
か
ら
東
に
向
か
い
開
析
さ
れ
た
谷
津
状

地
形
の
底
部
に
位
置
す
る
遺
跡
で
�
三
点
の
木
簡
は
�
古
代
の
谷
津
状
遺
構
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
�

　

こ
の
木
簡
が
作
成
さ
れ
た
背
景
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
が
�
八
世
紀
前
半
に
成
立
し
た
�
常
陸
国
風
土
記
�

の
行
方
郡
条
に
伝
わ
る
�
箭や

は

ず

の

ま

た

ち

括
麻
多
智
に
よ
る
開
発
説
話
で
あ
る
�
こ
の
説
話
の
舞
台
と
な
�
た
行
方
郡
の
西

方
�
霞
�
浦
に
面
し
た
谷
地
に
は
�
複
雑
に
入
り
込
む
何
本
も
の
谷
が
あ
�
た
�
箭
括
麻
多
智
と
い
う
人
物
は

こ
の
谷
口
の
低
湿
地
の
葦
原
を
切
り
は
ら
�
て
�
新
た
に
水
田
を
開
発
し
た
�
そ
の
開
発
に
際
し
て
�
谷
に
住

む
谷
戸
�
夜
刀
�
の
神
で
あ
る
蛇
を
鎮
め
る
た
め
に
�
夜
刀
の
神
で
あ
る
蛇
を
祭
�
た
こ
と
が
風
土
記
に
記
さ

れ
て
い
る
�
風
土
記
に
み
え
る
行
方
郡
の
谷
戸
の
景
観
と
�
内
匠
日
向
周
地
遺
跡
の
地
形
は
類
似
し
て
お
り
�

そ
の
点
か
ら
�
本
木
簡
が
谷
地
に
お
け
る
水
田
開
発
の
際
の
祭
祀
と
関
わ
�
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
�

　

③
の
木
簡
を
釈
読
し
た
平
川
南
氏
は
�
�
常
陸
風
土
記
�
の
説
話
を
ふ
ま
え
て
�
こ
れ
を
�
天　

�
蛟
蛇
�

龍
王
に
奉
る
�
と
読
み
�
�
龍
神
の
使
い
で
谷
戸
�
夜
戸
�
の
神
で
あ
る
蛟
蛇
が
水
の
枯
渇
ま
た
は
大
雨
に
よ

る
洪
水
を
恐
れ
�
水
神
で
あ
る
龍
王
に
雨
乞
い
ま
た
は
止
雨
を
祈
願
し
た
札
で
は
な
い
か
�
あ
る
い
は
�
�
谷

戸
開
発
に
伴
う
犯
土
の
さ
い
に
龍
王
に
対
す
る
祭
祀
を
実
施
し
た
可
能
性
も
�
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
�
と
推

定
し
て
い
る
�
平
川
南　

一
九
九
五
�
�

　

④
の
木
簡
は
�
�
八
龍
王
�
が
く
り
返
し
記
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
�
こ
れ
が
�
法
華
経
�
な
ど
に

み
え
る
�
八
大
龍
王
�
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
す
れ
ば
�
祈
雨
や
止
雨
に
か
か
わ
る
木
簡
で
あ
る
と
推
定

で
き
る
�
さ
ら
に
�
河
川
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
点
か
ら
も
�
河
川
の
枯
渇
あ
る
い
は
増
水
に
よ
る
洪
水
を
恐

れ
�
水
神
で
あ
る
�
龍
王
�
に
雨
乞
い
あ
る
い
は
止
雨
を
祈
願
し
た
札
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
�
三

上
喜
孝　

二
〇
〇
二
�
�

　

さ
て
�
本
木
簡
に
立
ち
戻
�
て
み
る
と
�
記
載
内
容
は
�
①
の
木
簡
に
近
い
�
す
な
わ
ち
�
�
東
方
青
龍
王
�

�
南
方
赤
龍
王
�
�
西
方
白
龍
王
�
は
�
①
の
木
簡
の
�
東
方
木
神
王
�
�
南
方
火
神
王
�
�
中
央
土
神
王
�
と
い

う
表
現
に
き
わ
め
て
近
い
�

　

本
木
簡
に
み
え
る
�
東
方
を
�
青
�
と
し
�
南
方
を
�
赤
�
と
し
�
西
方
を
�
白
�
と
す
る
考
え
方
は
�
い

う
ま
で
も
な
く
陰
陽
五
行
説
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
�
東
方
の
守
護
神
と
し
て
�
青
龍
�
�
南
方
の
守
護
神

と
し
て
�
朱
雀
�
�
西
方
の
守
護
神
と
し
て
�
白
虎
�
�
北
方
の
守
護
神
と
し
て
�
玄
武
�
が
あ
る
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
�

　

ま
た
�
管
見
の
か
ぎ
り
�
木
簡
の
記
載
と
対
応
す
る
表
現
を
持
つ
経
典
に
�
名
古
屋
市
の
七
寺
一
切
経
�
平

安
末
期
書
写
�
の
�
安
墓
経
�
が
あ
る
�
増
尾
伸
一
郎　

二
〇
〇
三
�
�

�
仏
告
東
方
青
龍
王
軍
・
南
方
赤
龍
王
軍
・
西
方
白
龍
王
軍
・
北
方
黒
龍
王
軍
�
五
行
六
甲
禁
忌
十
二
時
神
立
符
�

時
歳
月
劫
殺
�
家
王
�
父
母
墓
前
微
在
墓
石
�
墓
処
八
神
天
神
公
神
其
母
神
子
女
神
各
安
所
在
�
墓
有
嬈
害
人

生
�
起
功
立
墓
傷
害
衆
生
�
恐
傷
犯
土
公
�
立
家
天
上
諸
神
及
立
中
諸
神
恐
嬈
害
亡
人
致
趣
�
便
生
人
家
中
諫

詞
大
小
若
有
疾
病
�
或
致
官
家
口
舌
横
生
�
銭
財
不
長
家
中
不
安
�
田
重
不
収
�

�
東
方
青
龍
王
軍
・
南
方
赤
龍
王
軍
・
西
方
白
龍
王
軍
・
北
方
黒
龍
王
軍
に
告
ぐ
�
五
行
・
六
甲
禁
忌
・
十
二
時
神
�

符
を
立
つ
�
時
歳
月
劫
殺
あ
り
�
家
王
�
父
母
の
墓
前
に
微
か
に
墓
石
を
在み

る
�
墓
処
の
八
神
・
天
神
・
公
神
・

其
の
母
神
・
子
女
神
�
お
の
お
の
在
る
所
を
安
ん
ず
る
な
り
�
墓
に
人
生
を
嬈
害
す
る
あ
り
�
功
を
起
こ
し
て

墓
を
立
て
れ
ば
衆
生
を
傷
害
し
�
土
公
を
傷
犯
す
る
を
恐
る
�
家
を
立
て
れ
ば
天
上
の
諸
神
�
及
び
土
中
諸
神

は
亡
人
を
嬈
害
す
る
を
恐
れ
て
�
趣
く
こ
と
を
致
さ
ず
�
便
ち
生
人
の
家
中
に
諫
詞
の
大
小
あ
る
は
�
疫
病
あ

り
�
或
い
は
官
家
の
口
舌
横
に
生
じ
�
銭
財
長
ぜ
ず
家
中
安
ん
ぜ
ず
�
田
重
ね
て
収
め
ざ
る
が
若
し
と
�

　

こ
れ
は
家
墓
を
安
穏
に
保
つ
こ
と
を
説
い
た
経
典
で
あ
る
が
�
同
種
の
経
典
と
し
て
�
居
宅
の
安
寧
を
説
い

た
�
安
宅
経
�
が
あ
る
�
こ
れ
は
�
後
漢
代
失
訳
�
訳
経
者
不
明
�
と
し
て
�
大
正
新
修
大
蔵
経
�
第
二
一
巻

に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
�
典
型
的
な
中
国
撰
述
の
疑
偽
経
典
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
�
�
安
宅
経
�
は
�
�
日
本

書
紀
�
白
雉
二
年
�
六
五
一
�
十
二
月
晦
日
条
に
��
味
経
宮
�
に
お
い
て
�
安
宅
・
土
側
等
の
経
を
読
ま
し
む
�

と
あ
り
�
七
世
紀
後
半
段
階
で
す
で
に
日
本
に
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
�
八
世
紀
の
正
倉
院
文
書
に

も
そ
の
名
が
み
え
る
�
こ
の
�
安
宅
経
�
に
も
�
�
東
方
大
神
龍
王
七
里
結
界
金
剛
宅
南
方
大
神
龍
王
七
里
結

界
金
剛
宅
西
方
大
神
龍
王
七
里
結
界
金
剛
宅
北
方
大
神
龍
王
七
里
結
界
金
剛
宅
�
と
い
う
表
現
が
み
え
�
藤
原

京
出
土
木
簡
の
記
載
と
も
類
似
す
る
�

　

本
木
簡
は
�
こ
う
し
た
�
安
宅
経
�
や
�
安
墓
経
�
な
ど
の
経
典
の
存
在
が
背
景
に
あ
�
て
作
成
さ
れ
た
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
�

　

�
龍
王
�
が
記
載
さ
れ
た
木
簡
の
評
価
を
め
ぐ
�
て
は
�
祈
雨
や
止
雨
に
か
か
わ
る
祭
祀
と
結
び
つ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
が
�
�
安
宅
経
�
�
安
墓
経
�
な
ど
の
存
在
か
ら
�
犯
土
に
さ
い
し
て
実
施
さ
れ
た
祭
祀
と

関
わ
�
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
�

五　

本
木
簡
の
意
義
�
ま
と
め
�

①
本
木
簡
は
�
呪
符
木
簡
で
あ
る
�
�
龍
王
�
に
か
か
わ
る
古
代
の
木
簡
は
�
全
国
で
は
数
例
に
と
ど
ま
る
が
�

山
形
県
で
は
二
例
目
の
出
土
で
あ
る
�

②
木
簡
の
記
載
と
類
似
す
る
表
現
は
�
家
墓
を
安
穏
に
保
つ
こ
と
を
説
い
た
経
典
で
あ
る
�
安
墓
経
�
な
ど
に

み
え
�
本
木
簡
が
�
犯
土
に
さ
い
し
て
実
施
さ
れ
た
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
呪
符
木
簡
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
�

そ
し
て
�
こ
う
し
た
経
典
の
知
識
に
も
と
づ
く
儀
礼
が
�
平
安
時
代
の
東
北
地
方
に
ま
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
た
�

引
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史
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古
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附
章　

山
形
市
梅
野
木
前
１
遺
跡
出
土
木
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
形
大
学
人
文
学
部　
　
　
　
　

三
上　

喜
孝

一　

形
状

　

上
下
端
は
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
が
�
左
右
側
面
は
欠
損
し
て
い
る
�
上
下
端
は
�
斜
め
に
整
形
さ
れ
て
お

り
�
当
初
か
ら
の
加
工
か
�
あ
る
い
は
な
に
か
の
木
製
品
を
転
用
し
た
も
の
か
に
つ
い
て
は
�
不
明
で
あ
る
�

二　

釈
文

　

・　

�
東
方
青
龍
王　

南
方
赤
龍
王　

西
方
白
龍
王　

�

　
　
　
　
　
　

�
上
カ
�

　

・　

�
□
□　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

二
八
一
×(

二
五)

×
三　

〇
八
一

三　

年
代

　

木
簡
は
竪
穴
建
物
跡
と
考
え
ら
れ
る
Ｓ
Ｉ
37
か
ら
出
土
し
た
�
年
代
は
�
伴
出
の
須
恵
器
の
坏
や
�
遺
跡
の

土
層
か
ら
�
九
世
紀
の
前
半
と
考
え
ら
れ
る
�

四　

内
容

　

本
木
簡
は
�
内
容
か
ら
考
え
て
呪
符
木
簡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
�
�
龍
王
�
の
記
載
が
見
ら
れ
る
点
が
特

徴
で
あ
る
�
左
右
側
面
は
欠
損
し
て
い
る
が
�
�
東
方
青
龍
王
�
と
書
か
れ
た
行
の
左
側
に
�
�
北
方
黒
龍
王
�

と
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
�

　

こ
れ
ま
で
出
土
し
て
い
る
�｢

龍
王｣

に
か
か
わ
る
と
思
わ
れ
る
古
代
の
木
簡
は
�
次
の
通
り
で
あ
る
�

①
藤
原
京
跡
九
条
四
坊
出
土
木
簡
�
�
木
簡
研
究
�
一
六
号
�
一
九
九
四
年
�

・｢

＞ 

　
　
　
　
　
　
　
　

七
里
□
□
内
□
送
々
打
々
急
々
如
律
令

　
　
　

四
方
卅
□
大
神
龍
王　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

・ 

＜
東
方
木
神
王 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

婢
麻
佐
女
生
年
廿
九
黒
色

　
　

南
方
火
神
王　

�
人
物
像
�

　
　

中
央
土
神
王　
　
　
　
　
　
　
　

婢
□
□
女
生
年
□
□
□
□

　

�　
　
　
　
　

�

　

�　
　
　
　
　

�　
　
　
　

�
人
物
像
�　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

四
六
七
×
八
三
×
七　

〇
三
二

②
伊
場
遺
跡
出
土
木
簡
�
�
静
岡
県
史　

資
料
編
四
�
一
九
八
九
年
�

・｢

＞ 

百
恠
咒
符
百
々
恠
宣
受
不
解
和
西
恠
□
亡
令
疾
三
神
□

�
宣
カ
�□

□

　
　
　

宣
天　

直
符
佐
□
当
不
佐
亡　

急
々
如
律
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓　

龍　

神

　
　
　
　
　
　

�
竜
の
墨
画
�　

人
山
龍　
　
　

急
々
如
律
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
山
龍 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

�

・｢

＞　

 

戌　

蛇
子
ロ
ロ
ロ

　
　
　
　

戌 
 

　
　
　
　
　
　

急
々
如
律
令

　
　
　
　

戌　

弓
ヨ
ヨ
ヨ
弓 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
｣

三
二
二
×
六
七
×
四　

〇
三
二

③
群
馬
県
富
岡
市
内
匠
日
向
周
地
遺
跡
出
土
木
簡
�
�
�
財
�
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
調
査
報
告
第

一
八
八
集　

内
匠
日
向
周
地
遺
跡　

下
高
瀬
寺
山
遺
跡　

下
高
瀬
前
田
遺
跡
�
�

�
一
号
木
簡
�

｢

□
□
蛟
□
奉
龍
王　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　
　
　
　
　

�
二
五
〇
�
×
三
三
×
四　

〇
五
一

�
二
号
木
簡
�

｢

□
□
□
蛇
奉
龍
王　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
一
四
五
�
×
三
三
×
七　

〇
一
九

�
三
号
木
簡
�

｢

□
□
□
×
鬼
□
□　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
四
二
＋
五
三
�
×
三
五
×
六　

〇
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
山
形
県
米
沢
市
馳
上
遺
跡
出
土
木
簡

�
梵
字
カ
�

・
□
�
符
籙
�
鬼
鬼
鬼
�　

�
八
龍
王
水
八
竜
王
草
木
万
七
千

・
□
□
龍
王
□
□
龍
王
�　

�
□
□
□
□

�
龍
カ
�□
□
八
竜
王

�
一
二
九
＋
六
八
�
×
二
〇
×
三　

〇
一
一

　

①
の
木
簡
は
�
藤
原
京
右
京
九
条
四
坊
発
掘
調
査
に
お
い
て
�
南
北
道
路
で
あ
る
西
四
坊
坊
間
小
路
東
側
の

溝
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
�
和
田
萃
氏
に
よ
れ
ば
�こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
�
四
方
卅
□
大
神
龍
王
��
七

里
□
□
内
送
々
打
々
急
々
如
律
令
�
�
東
方
木
神
王
�
�
南
方
木
神
王
�
�
中
央
土
神
王
�
な
ど
の
表
現
は
�
鳩

摩
羅
什
訳
の
�
孔
雀
王
呪
経
�
に
あ
る
�
東
方
大
神
龍
王
七
里
結
界
金
剛
宅
�
�
南
方
大
神
龍
王
七
里
結
界
金

剛
宅
王
�
�
西
方
大
神
龍
王
七
里
結
界
金
剛
宅
�
�
北
方
大
神
龍
王
七
里
結
界
金
剛
宅
�
�
中
央
大
神
龍
王
七
里

結
界
金
剛
宅
�
の
表
現
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
�
こ
の
木
簡
が
四
方
の
龍
王
に
雨
乞
い
す
る
た
め
の

も
の
だ
�
た
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
�
和
田
萃　

一
九
九
七
�
�

　

②
の
木
簡
は
�
伊
場
遺
跡
の
大
溝
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
�
八
世
紀
後
半
か
ら
一
〇
世
紀
中
頃
の
も
の
と
さ

れ
�
年
代
幅
が
あ
る
資
料
で
あ
る
�
�
龍
王
�
の
文
言
そ
の
も
の
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
�
こ
の
木
簡
の
表

に
は
�
天　

�
岡
�
�
�
龍
神
�
�
裏
に
�
虵
�
蛇
�
�
の
文
字
が
確
認
で
き
る
�
木
簡
全
体
の
釈
文
が
確
定
し
て

い
な
い
の
で
性
格
は
不
明
だ
が
�
止
雨
祈
願
呪
符
と
す
る
説
�
芝
田
文
雄　

一
九
八
一
�
や
�
疾
病
除
去
�
和


